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講師・奥村三菜子
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「であい」を活用した「『わたしの素顔』プロジェクト」実践報告

（文責：2003年度担当講師　奥村三菜子）
場所：ケルン日本語補習授業校（校長：福田クヌットゲン能子）
　　　Japanische Schule Köln e.V.

　　　c/o Gemeinschaftsgrundschule Manderscheiderplatz

      Berrenrather Str. 352, 50937 Köln, Germany

期間：2003年1月～3月

授業時間数：9時限（1コマ90分・計810時間）

対象：高校国語・外国語としての日本語上級複合クラスの受講者3名

　　　［内訳］－高校国語クラス：18歳・国際児女子（1名）

　　　　　　　－外国語としての日本語上級クラス：18歳・ドイツ人女子（1名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18歳・国際児男子（1名）

＊対象クラスの構成について
　当校では、一クラスの人数が3名を下回る場合は、前／後学年との複合とすることが規定されている。そのため、1名しかいない「高校国語」のクラスと、同年齢の生徒が在籍する「外国語としての日本語上級」のクラスを合併し、複合クラスとなっている。

当校には、「外国語としての日本語」クラスが、１）「こどもクラス（学齢期前の幼児および小学校低学年児童対象）」、２）「入門・初級クラス（小学校高学年および中等教育前期生徒対象）」、３）「中・上級クラス（中等教育後期生徒対象）」と３つあり、在籍児童・生徒の大多数は日本国籍を有さないドイツ人等である。ただし、日本語力の不足により国語学習に支障を感じる国際児や長期滞在の日本人児童・生徒も、希望があれば随時受け入れている。本プロジェクトの対象生徒の一人である国際児男子もこうした例の一人である。

●本プロジェクトの目的
1． 学習者の学習意欲を促進し、学習の動機を高める
　日本語環境の希薄な海外で国語・日本語学習を行っている高校生に、同じぐらいの年齢の日本の高校生に関する情報を提供することで、彼らの学習意欲を促進し、学習の動機を高めるため。

2． 自分自身を見つめ直す機会を得る
　今後の進路選択を考えるべき18歳の時期に、自分や自分の身の回りのことなどを振り返り、自分自身について考える機会を与えるため。

（＊ドイツでは一般に19歳で大学入学資格試験を受験し、ギムナジウムを終了する。

　その後、進学・就職等を選択する。男子には兵役あるいは社会活動の義務も課せられ

　ている。）

3． 複合クラスの授業運営の効率化
　90分の授業時間内で、学習目的の異なる「国語」と「日本語」の授業を別個に行うことは容易ではなく、結果的に両者にとって効果の薄い授業になりがちであるが、今回のようなプロジェクトワークでは、目的が異なる2つのクラスでも、目標が同じ活動を合同で行うことができるため、本プロジェクトを計画した。

●本プロジェクトの流れ（＜＞の中は使用プリント・別添資料参照）

	回
	月日
	活動内容
	備考

	0
	12月19日

(2学期)
	イントロダクション1
①プロジェクトに関する説明。＜資料1＞を配布。

＊冬休み中に写真撮影を開始するよう
アナウンス。
	「であい」の付属CD-Romを抜粋して見せる。


	1
	1月23日
	イントロダクション2 構想を練ろう1
①「であい」の7人のメッセージをCD

　-Romで聞かせ、各自のタスクを行う。

　・国語：7人の性格分析＜資料2＞
　・日本語：ディクテーション＜資料3＞
②「水島優」を例に作成内容の構成を提示。

＜水島優のマイストーリー＞ ＜水島優のキャプション＞
	［宿題］

自分のことについて、＜資料１＞のシートに箇条書きでまとめてくる。


	2
	1月30日
	構想を練ろう2

①前回のタスク引き続き。
＜資料2＞＜資料3＞
②宿題の＜資料1＞の個人指導。

（日本語、表現、内容の確認・訂正）
	自分が書きたいことを各自絞り込ませる。


	3
	2月6日
	「わたしはこんな人」

①7人の「わたしはこんな人」を読ませる。

　　　　　　　　　　　　　＜資料4＞

②＜資料5＞を使って語彙・表現指導。
	［宿題］

自分の「わたしはこんな人」を書いてくる。

　　　　　＜資料6＞

	4
	2月13日
	「わたしのまち」
①宿題「わたしはこんな人」の添削指導。

②7人の「わたしのまち」を読ませる。

　　　　　　　　　　　　　＜資料7＞

③＜資料8＞を使って語彙・表現指導。

　および、タスクを行う。


	［宿題］

自分の「わたしのまち」を書いてくる。
　　　　　＜資料9＞



	5
	2月20日
	「大切なモノ・コト・ヒト」

①宿題「わたしのまち」の添削指導。

②7人の「大切なもの・こと・ひと等」を

　読ませる。＜資料10＞
③＜資料11＞を使って語彙・表現指導。

　および、タスクを行う。


	［宿題］

自分の「大切なモノ・コト・ヒト」を書いてくる。＜資料12＞


	6
	3月4日
	「メッセージ」

①宿題「わたしのまち」の添削指導。

②7人の「メッセージ」を読ませる。

　　　　　　　　　　　　　＜資料13＞

③＜資料14＞を使って語彙・表現指導。

　および、タスクを行う。


	［宿題］

自分の「メッセージ」を書いてくる。

＊写真の現像をしてくるよう指示。
　　　　　＜資料15＞



	7
	3月11日
	写真整理
①宿題「メッセージ」の添削指導。

①撮り溜めた写真をテーマごとに分類。

②全写真にコメントをつける。


	［宿題］

自分の「メッセージ」の音読練習。


	8
	3月18日
	メッセージ録音

①7人の「メッセージ」のCD-Romをも

　う一度聞かせ、イントネーションやプロ

　ミネンスに注目させる。

②各自の「メッセージ」の音読個人指導。

③各自の「メッセージ」録音。


	

	9
	3月25日
	最終チェック

①出揃った原稿の最終チェック。

（文字のミス、内容変更箇所、表現変更箇

　所、写真について等）

②作文：「プロジェクトを終えて」を書か

　せる。


	


●本プロジェクトに関する所見
　「●本プロジェクトの目的」に掲げた３つの目的に沿ってその達成の度合いを含め、以下に所見を述べてみる。

１．学習者の学習意欲を促進し、学習の動機を高める
　「書く」という作業は、決して楽な作業ではなく、一般的に多くの学習者が困難を示す場合が多い。この複合クラスに在籍する3名も例外ではなく、過去の授業の中でも（2名の女子生徒は奥村が2年間担任、また、男子生徒は1年間担任した。）、「作文」に関しては、書くこと自体を嫌いはしないまでも、それにかかる時間や、構想を立てる労力を面倒がる傾向が強かった。その理由として、「何のために？」という作文の目的のあいまいさが挙げられると思う。高校生は、問題意識の低い低年齢層の子どもと違い、「文章を書くことで、国語や日本語の力がアップするはずだから、頑張らなきゃならない」といった認識は個々人持っているようだが、それでもやはり、「学力向上のため」のみでは、文章を書くのは億劫な作業になりがちである。

　ところが、今回のプロジェクトでは、「書く」作業の総量が過去に与えた課題を大幅に上回ったにも関わらず、生徒達は最初から最後まで一度も嫌がったり、文句を言ったりすることなく、取り組んだ。このようなことは、今までの私の教師経験を振り返ってもほとんど思い出せない。考えられる要因として、以下の点が挙げられる。

　まず第一に、「であい」の7名が、彼らとほぼ同年齢の高校生であり、親近感を持ったと同時に、それぞれの生徒が7名中の誰かに対して個人的興味を持ったことである。国籍や文化を越えて、高校生世代が考えたり、悩んだり、関心を持ったりすることには共通点が見られる。さらに、この「であい」に登場する7名は各人各様で、それぞれが別々の個性を持っているため、受け取る側の選択肢も多い。補習授業校の3名の高校生たちも各人各様であり、それぞれが興味を持った人物は異なる。また、同一人物に対して持つ感想も、一人ひとり異なり、この点については観察者である私も大変興味深かった。

　第二に、「であい」の７名の文章や発言が、彼らとほぼ同年齢の高校生から生み出されたものであることから生まれた焦燥感が挙げられる。ドイツに暮らす3名は、それなりに自分の日本語力に自信を持っているところがある。補習授業校では最高学年や最上級レベルに在籍していること、また、日本人とのコミュニケーションや日本のメディア等の情報摂取にほとんど支障がないことなどがその背景にあると考えられる。しかし、彼らが持っていた自信というのは、比較できる、身近な対象物があまりなかったため、自分の力がどの程度なのかが客観的に把握できなかったために持てた自信なのである。今回のプロジェクトで、3名の生徒たちは、実在する、自分たちと同年齢の日本の高校生の表現に触れる中で、自分が知らない・使えない語彙や表現がいかに多いかを実感させられたようである。そのことが彼らに本当の意味での「動機」を植え付け、少しでも日本の高校生のレベルに近づきたいという気持ちを芽生えさせ、好結果を生み出した。これに関しては、「日本の高校生に読まれるかもしれないのだったら、稚拙な表現で自分を表すのは恥ずかしい」といった発言も聞かれた。

　参考にしたものが「であい」に登場する、彼らと同年齢の高校生でなければ、親近感も、焦燥感も得られなかったであろう。過去の作文指導や文章作成指導で彼らに強い動機付けを与えられなかったのには、こうした点も含まれるのではないかと考えられる。「読書感想文」や「時事問題の意見文」などを書かせる際にも、同世代との意見交換の場が与えられるようであれば、学習者も随分取り組みやすくなるのではないだろうか。今回のプロジェクトでは、教師である私も、このようなことを考える機会が得られた。

２．自分自身を見つめ直す機会を得る

　「であい」で取り上げられているテーマはさまざまで、それらは、「家族」「学校」「街」「進路」など様々である。こうしたいろいろな側面から7名がそれぞれの意見や思いを述べていることにより、一つひとつのテーマがさらに広がりを見せている。同じテーマでも、一人ひとりのフォーカスの当て方は異なり、物事の見方が画一的でないことを示唆してくれる。補習授業校の高校生たちは、こうした様々なテーマの、様々な捉え方の実際的な事例に触れることで、十分なブレーンストーミングを行うことができた。そして、その結果、一人ひとりの頭の中に、多面的な映像を描くことができ、その中から、自分にとって優先的で、中心的なものを選択していくというプロセスを踏むことができた。他人が考えていることを知ることで、自分が日ごろ漠然と考えていることを整理するためのヒントを得ることができたようである。

　何もない白紙の状態に、漠然としたテーマを与えられても、内容の充実した文章を生み出すことは困難である。逆に、厳密すぎるテーマを与えられても、文章に自由が利かず、不便である。「であい」はこの両極端な2点を相互に中和された内容になっていると感じられた。一つひとつのテーマ立ては大きいが、7つの多種多様な事例によって、様々な可能性を提供してくれる。このような理由から、補習授業校の3名も、比較的容易に、このプロジェクトに取り組めたのではないかと考えられる。そして、同世代の考えを知ることができたとともに、それをヒントに、自分自身を見直す素晴らしいチャンスを得られたようである。授業中、生徒たちから「書いてるうちに、だんだん自分の言いたいことが分かってきた」「書かないと、頭の中にあることが言葉にならないことが分かった」などの貴重な発言を得た。

３．複合クラスの授業運営の効率化

　学習効果という面から、このプロジェクトを行う際に、最も留意したのは、3人の能力や性格・適性に合わせた指導をするということであった。3人の生徒たちはそれぞれ、日本語能力も異なる。漢字が弱い生徒、語彙の足りない生徒、文法力の足りない生徒、のように一人ひとり抱えている問題は異なる。また、文章構成能力が低い生徒、客観的なものの見方が苦手な生徒、集中力のない生徒、計画性のない生徒…等、それぞれの問題点にはばらつきがある。こうした点を踏まえ、本プロジェクト作成に当たっては、あらかじめ、誰にどのタスクを与えるか、また、それぞれの完成度にどこまで期待するかを考慮し、一人ひとり個別に目標を設定した。よって、この個別の目標を基準に、一人ひとりが提出した文章の添削指導を行った。こうした細かい指導が行えるのは、補習授業校など、少人数制クラスならではの利点である。

　このような方法をとることによって、学習目的が異なる3人の生徒の要求を、以前の一般的な授業の時よりも満たすことに成功した。同時に、教師も、今まで気付いていなかった生徒の問題点を知ることができ、今後何を提供すべきなのかの情報を得ることができた。

　結果として、一人ひとり目的が異なるため、それぞれが達成した内容や程度には差異があっても、最終的にはみんなで一つの目標を達成したという実感が得られ、生徒たちにとってはよい経験かつ思い出となったようである。共同作業によって、目に見える形で何かを残したことで、おそらく、10年後にも手にとって見られる自分の軌跡となる。生徒の一人が「自分の子どもには見せたくないな･･･」と照れながら話していた姿が印象的である。

　以上、3つの目標に沿って所見を述べてきたが、最後に、本プロジェクトから得られた反省点を以下に2点述べておく。

１．読んだり、書いたりする作業には、やはり、時間がかかる。1週間に一度という補習授業校の90分の授業の中ですべてを完成させるのは大変あわただしい作業であった。もう少し余裕を持って準備ができ、指導に当たれれば、さらに実りの多いものになったと思われる。ただし、一つのプロジェクトにあまり長期間を費やすと、緊張感が失われ、活動自身が冗漫になってくる場合もあり、適性時間数を見定めるのが、プロジェクトワークを行う上では大きな課題であると感じた。

２．プロジェクトワークには、「準備」「実施」「完成」の3つの段階があるが、今回のプロジェクトでは、このうちの「実施」にほとんどの時間を費やした。本来であれば、「準備」「完成」の段階に、もっと生徒たちの自主性を発揮させるべきである。本プロジェクトでは、全体のフレームを教師が用意し、提供し、そのフレームの中でしか、生徒の自主性が生かされなかったことは、大いなる反省点である。また、当初は最終稿の入力や、製本の作業まで生徒にさせることを目標にしていたが、残念ながら、タイムアウトとなり、教師が行うこととなってしまった。この点に関しても、教師側の計画性の甘さを反省する。と同時に、プロジェクトワークの計画を立てる際に重要なポイントを多く学んだことは大きな収穫でもある。

　補習授業校は全日制の学校ではない。その性質上、生徒たちの日常生活の中での位置づけもさほど高くなく、また、ドイツの18歳のギムナジウム生に可能な日本語の学習時間数にも限界があることは、常に念頭に置いておくべきであろう。つまり、あまり多くは期待できないのである。この限られた物理的環境の中で、彼らができる最大限を引き出す工夫が、補習授業校の講師には求められている。これに加え、プロジェクトワークという活動の持つ有効性をどう生かしていくかを考えなければならない。この際に重要なポイントとなるのが、以下の5点ではないかと思われる。

1 生徒にどんな力を身につけさせたいのか

2 生徒にどんな活動をさせたいのか

3 使用可能な時間数はどのぐらいあるのか

4 クラスの構成はどのようになっているのか

5 なぜプロジェクトワークが必要なのか

　これらの反省点に留意することで、今後より一層効果的な活動に結び付けることができ、新たな展開が期待できるのではないかと思われる。

●「であい」の活用について
　「であい」の活用方法には無限の広がりがあると思われる。今回は上記のような活用をさせていただいたが、実際に活用してみる中で、ほかにも多くの活用方法の可能性を感じた。今後も、異なる対象に、異なる目的で、どのような活動が考えられるかを検討してみたいと思っている。

　最後に、このような有益な活動ができたことを、心から感謝いたします。

＊このプロジェクトに伴い、ケルン日本語補習授業校の倉知先生、星先生にも部分的にご協力い
　ただきました。併せてお礼申し上げます。
以上

[追記]

本プロジェクトを一部の日本の高校等に配布したところ、英語科教員などから数件の反応が寄せられ、現在、日本の高校生からドイツの3人の高校生に向けた手紙などの作成が進行中である。こうした国境線を越えた相互交流がなされることは、本プロジェクトの当初の目的でもあったため、今後も経過を観察していく予定である。まとまった成果が得られた場合には、追ってご報告させていただきたく思っております。
©2004 Okumura Minako


